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【目的】当院の婦人科子宮頸部細胞診において BD7 

社 SurePath

TM

System(以下 LBC法)を導入したことに8 

よる，標本適否，判定率の変化を検討する． 9 

【方法】2010 年 1 月～12 月の直接塗抹法(以下従来10 

法)による4212件とLBC法を導入した2012年 1月～11 

12 月の 4483 件を対象とし標本の適否，判定結果に12 

ついて比較検討を行った． 13 

【結果】標本の適否については，従来法では不適正14 

標本が 33 件(0.8％)であったのに対し，LBC 法では 015 

件(0％)で不適正率の減少を認めた．判定結果は従来16 

法では全 4212 件中，NILM が 3895 例(92.5％)，ASC17 

が 120 例(2.9％), SIL が 163 例(3.9％)，SCC が 918 

例(0.2％)，腺系病変が 24 例(0.6％)，Other malig19 

が 1例(0.02％)であった．LBC 法では全 4483 件中，20 

NILM が 4166 例(92.9％)，ASC が 117 例(2.6％)，SIL21 

が 155 例(3.5％)，SCC が 22 例(0.5％)，腺系病変が22 

23 例(0.5％)で，両者の判定に差異は見られなかっ23 

た．また，Candida infection と判定された件数は24 

従来法で 38 件(0.9％)であったが，LBC 法で 86 件25 

(1.9％)と，検出率の上昇を認めた．また，従来法で26 

ASC-US と判定された 110 例中 62 例に HPV 検査が施27 

行され，うち43例(69％)はHPV陽性であった．一方，28 

LBC 法では ASC-US とした 109 例中 70 例に HPV 検査29 

が施行され，62 例(89％)が陽性で，陽性率は有意に30 

高かった(p <0.01)．  31 

【考察】従来法に比し LBC 法では乾燥や固定不良を32 

防ぐことにより不適正標本の件数が減少した． 33 

また，ASC-US と判定された患者の HPV 検査の陽性率34 

は従来法で 69％であったのが，LBC 法では 89％と有35 

意に高く，HPV 感染所見に対する診断精度が向上し36 

たと考えた． 37 
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